








目的

母子保健対策の大きな項目に発達障害対策があるが,この問題で母子保健に求められてい

る行動目標には,入学までに如何に障害の程度を軽減させ,教育効果を上げる準備をさせて

いくかにあると考えられる。この研究の目的は障害児教育の現場,すなわち就学指導委員

会に上がってきた児について,彼らの乳幼児期の問題を明らかにし,母子保健対策の向上を

めざすことを目的とした。


